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域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
地
場
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
若
者
が
魅
力
や
働
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
開
発
し
、
新
た
な
白
石
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
や
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

民
が
主
役
と
な
れ
る
舞
台
を
準
備
す
る
と
と
も
に
、市
民
・
企
業
・
団
体
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
な
ど
が
協
働
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、地
域
づ
く
り
の

醍
醐
味
を
実
感
で
き
る
、成
熟
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
や
支
援
体
制
を
は
じ
め
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
施
策
を
充
実
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生
涯

心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

平成24年度施政方針

入
院
時
の
医
療
費
助
成
を

中
学
３
年
生
ま
で
拡
大

　

こ
れ
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成

事
業
を「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」

に
改
め
、
入
院
に
つ
い
て
は
中
学
３

年
生
ま
で
助
成
対
象
範
囲
を
拡
大
し

ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に

か
か
る
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料

化
事
業
は
、
新
た
に
私
立
認
可
外
保

育
所
に
入
所
す
る
児
童
に
つ
い
て
も

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
応
援
事
業
（
妊
婦

健
康
診
査
費
助
成
事
業
）
や
不
妊
治

療
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
事

業
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
４

歳
未
満
児
保
育
を
実
施
し
て
い
る
私

立
認
可
外
保
育
所
に
対
し
一
部
助
成

を
行
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

長
寿
社
会
の
実
現
の
た
め
に

　

高
齢
者
支
援
は
、
介
護
・
予
防
・

生
き
が
い
づ
く
り
・
地
域
ケ
ア
の
視

点
で
、「
ほ
っ
と
き
ゃ
っ
す
る
パ
ス
」

「
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」「
介
護

予
防
教
室
」「
老
人
ク
ラ
ブ
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
支
援
」

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
つ
く
る
た

め
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
高

齢
者
等
地
域
さ
さ
え
愛
互
助
活
動
」

を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
は
全
国
健
康
福
祉

祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
が
宮
城
県

で
開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
囲
碁
交
流

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

全
国
か
ら
参
加
す
る
選
手
を
お
も
て

な
し
の
気
持
ち
で
歓
迎
す
る
と
と
も

に
、
本
市
の
復
興
を
発
信
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
支
援
は
、
障
が
い
者
が

自
立
し
た
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
体

制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
確
立
と
健
康
づ
く
り

支
援
は
、
公
立
刈
田
綜
合
病
院
の
経

営
健
全
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

白
石
市
医
師
会
と
連
携
し
た
地
域
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、「
子
宮
頸け
い

が
ん
等
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
」
を
継
続
実
施
す
る

と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
の
特
定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
充
実

に
努
め
、
４
月
か
ら
60
歳
の
人
間
ド

ッ
ク
も
助
成
対
象
と
し
て
、
市
民
の

健
康
増
進
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

　

市
民
活
動
の
支
援
は
、「
や
る
気

応
援
事
業
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育

成
支
援
事
業
）」
を
継
続
す
る
の
を

は
じ
め
、
白
石
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
じ
ゅ
う
ろ
う
く
ん
」
や
「
ポ
チ

武
者
こ
じ
ゅ
ー
ろ
う
」、ア
ニ
メ
「
白

石
の
妖
精
ぴ
ち
」
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
情
報
発
信
を
通
じ
て
地
域
づ

く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
を
持
つ
地
域

住
民
や
企
業
の
方
々
と
行
政
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
「
し
ろ
い

し
サ
ン
キ
ュ
ー
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
継
続
実
施
し
、
住
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
や
良
好
な
道
路
環
境
づ

く
り
を
図
り
ま
す
。

　

登
別
市
・
海
老
名
市
・
ハ
ー
ス
ト

ビ
ル
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
、
札
幌

市
白
石
区
と
の
友
好
都
市
交
流
は
、

昨
年
の
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
宣

言
」
を
契
機
と
し
て
白
石
市
姉
妹
友

好
都
市
交
流
協
会
、
白
石
市
国
際
交

流
協
会
を
中
心
に
、
次
世
代
を
担
う

青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の

親
善
交
流
や
国
際
感
覚
豊
か
な
青
少

年
を
育
成
す
る
事
業
を
展
開
し
ま

す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

は
、
指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ
き
地

区
公
民
館
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
行
う
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
な
ど
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
言
支

援
を
行
い
、
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、「
第
五
次
総
合
計
画
」
の

地
域
計
画
に
お
い
て
各
地
区
が
設
定

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を
実
現

す
る
、
具
体
的
な
支
援
方
策
や
「
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
」
な
ど
資
金
的
支

援
の
制
度
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

定
住
促
進
と
商
店
街
の
活
性
化

　

定
住
化
の
促
進
を
図
る
た
め
、「
白

石
市
定
住
促
進
奨
励
金
交
付
事
業
」

「
白
石
市
転
入
者
等
支
援
市
営
住
宅

補
助
金
交
付
事
業
」「
白
石
市
新
婚

家
庭
家
賃
補
助
事
業
」
な
ど
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
空
き
家
情
報
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
発
信

し
、
定
住
化
の
促
進
と
交
流
人
口
の

拡
大
、地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

中
心
商
店
街
の
活
性
化
は
、
地
元

商
店
組
合
な
ど
が
行
う
中
心
商
店
街

活
性
化
に
関
す
る
事
業
に
各
種
助
成

事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
は
農
林
畜

産
物
に
お
い
て
そ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
農
業
を

全
力
で
支
援
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流

を
推
進
し
、
販
路
拡
大
に
結
び
つ
く

よ
う
「
農
産
物
直
売
所
」
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
と
と
も
に
、
集
落
営
農
の
組

織
強
化
の
促
進
と
農
業
の
育
成
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
へ
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
農
林
作
物
鳥
獣
害
防

止
対
策
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
水
稲
作
付
け
農
家
に
対

し
て
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
吸
収
抑

制
効
果
の
あ
る
カ
リ
肥
料
を
配
布
す

る
と
と
も
に
、
農
畜
産
物
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
、
市
内
で
生
産
さ

れ
た
農
畜
産
物
の
放
射
性
物
質
検
査

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

製
造
業
の
振
興
と
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
る

　

製
造
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
民

間
企
業
と
協
力
し
、
伝
統
産
品
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
人
気
の
高
い
片

倉
小
十
郎
公
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
商
品

開
発
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発

信
に
よ
り
、
新
た
な
購
買
層
を
創
出

す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

事
業
な
ど
を
活
用
し
、
商
工
会
議
所

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
賑
わ
い
の

創
出
を
支
援
し
ま
す
。

　

経
済
対
策
で
は
、
災
害
復
旧
貸
付

の
た
め
の
り
災
証
明
や
復
興
緊
急
保

証
の
た
め
の
認
定
を
継
続
実
施
し
、

被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
の
復
興

を
支
援
し
ま
す
。

農
業
を
守
る

  

本
市
の
農
家
人
口
は
総
人
口
の

23
・
６
％
を
占
め
て
お
り
、
農
業
は

本
市
の
重
要
な
基
盤
産
業
で
す
。
し

か
し
、
農
地
の
荒
廃
に
加
え
、
原
発

　

交
流
人
口
の
拡
大
に
は
観
光
振
興

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
震
災
か
ら
の
復

興
、
白
石
の
観
光
再
生
の
姿
を
全
国

に
向
け
て
強
く
発
信
す
る
た
め
、
白

石
市
観
光
大
使
の
山
崎
バ
ニ
ラ
さ
ん

と
白
石
戦
國
武
将
隊「
奥
州
片
倉
組
」

の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
広
報
ラ
ジ
オ
番
組
や

地
元
タ
ウ
ン
誌
な
ど
で
観
光
情
報
を

発
信
す
る
ほ
か
、
本
市
の
魅
力
あ
る

観
光
資
源
を
活
用
し
た
体
験
ツ
ア
ー

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
構
築
な
ど
観
光
開

発
宣
伝
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
６
月
に
は
、

国
内
最
大
規
模
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
あ
る
「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
５

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
宮
城
県
で
は
、
本
年
４
月
か
ら

６
月
に
「
仙
台
・
宮
城
【
伊
達
な
旅
】

春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
展
開
し
ま
す
。

本
市
も
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
画

し
、
新
た
な
観
光
素
材
を
盛
り
込
ん

だ
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

  

さ
ら
に
、「
全
日
本
こ
け
し
コ
ン

ク
ー
ル
」「
白
石
市
民
春
ま
つ
り
」「
白

石
夏
ま
つ
り
」「
し
ろ
い
し
蔵
王
高

原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」「
鬼
小
十
郎
ま

つ
り
」「
農
業
祭
」
な
ど
、四
季
折
々

の
イ
ベ
ン
ト
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
盛
り
上
げ
、
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

市
民
が
主
役
に
な
っ
て
地
域
を
つ
く
り
、
交
流
を
楽
し
む
ま
ち

安

市

　

産
業
の
活
力
を
生
む
新
し
い
価
値
を
創
造
し
続
け
る
ま
ち

地

平
成
24
年
度
の
主
な
事
業

▲自分たちの特技を活かして地域づくりに貢献
　（やる気隊「大鷹沢子ども太鼓の会」の皆さん）

▲白石市観光大使（すまｉる大使）の山崎バニラさん
（上）と白石戦國武将隊「奥州片倉組」の皆さん

放射能対策事業
●放射線測定・除染対策事業（事業費：7,564万８千円）
　空間放射線量・食品などの放射能測定を実施するとともに、除染実施計画に基づき放射性物質による追加
被ばく線量を速やかに低減させるため、迅速かつ効率的な除染を実施します（平成23年度に引き続き実施）。 
●農作物等放射能対策事業（事業費：3,821万４千円）
　土壌に蓄積した放射性セシウムの吸収抑制剤として効果を発揮するカリ肥料をすべての作付け水田に散布し、水稲からのセシ
ウム不検出を目指すとともに、農作物の安全性を検証するため、放射能検査員を配置し農作物の放射能検査を行います。

●小学校、中学校、幼稚園環境美化事業（事業費：828万７千円）
　緊急雇用創出事業の一環として臨時職員を雇用して、市内小中学校などの敷地内・側溝・集水桝・雨どいなどの土砂や枯れ葉
の除去・高圧洗浄・放射線量の測定などを行います（平成23年度に引き続き実施）。

子育て支援事業
●子ども医療費助成事業（事業費：7,114万４千円）
　これまで実施してきた乳幼児医療費助成の対象者を入院に係る医療費の一部を、中学校卒業相当の年齢まで拡大し、名称
を「子ども医療費助成事業」に改め、子育て支援の向上と子育て家庭における経済的な負担軽減を図ります。
●低年齢児保育施設助成事業（事業費：343万８千円）
　低年齢児の保育需要が増加していることから、４歳未満児保育を実施している私立認可外保育所に
対して助成事業を実施し、要保育児童家庭の保育を支援するとともに、待機児童の解消を図ります。
●私立認可外保育園保育料第三子支援助成事業（事業費：72万円）
　保育園・幼稚園にかかる第三子以降の保育料無料化事業は、新たに私立認可外保育所に入所する児
童まで対象を拡大して助成を行い、子育て家庭の経済的負担の軽減を図ります。




